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1.  20年11月期の連結業績（平成19年12月1日～平成20年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年11月期 101,674 △1.1 6,984 4.1 6,945 △0.8 4,035 △7.9

19年11月期 102,771 26.1 6,709 10.9 7,004 7.4 4,380 5.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期

純利益
自己資本当期純利益率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20年11月期 49.22 49.22 5.5 5.2 6.9
19年11月期 53.08 53.06 5.7 5.1 6.5

（参考） 持分法投資損益 20年11月期  52百万円 19年11月期  45百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年11月期 126,642 71,538 55.7 870.77

19年11月期 137,969 77,825 55.4 926.56

（参考） 自己資本   20年11月期  70,489百万円 19年11月期  76,463百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

20年11月期 7,278 △3,735 △3,935 10,698

19年11月期 3,252 △81 △4,340 11,112

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額（年
間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

19年11月期 0.00 7.00 0.00 10.00 17.00 1,403 32.0 1.8

20年11月期 0.00 8.00 0.00 10.00 18.00 1,465 36.6 2.0

21年11月期 
（予想）

0.00 8.00 0.00 10.00 18.00 ――― 85.7 ―――

3.  21年11月期の連結業績予想（平成20年12月1日～平成21年11月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 47,000 △8.0 1,400 △60.9 900 △74.3 △500 △123.1 △6.18

通期 96,000 △5.6 4,500 △35.6 4,100 △41.0 1,700 △57.9 21.00

－ 1 －



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

（注）詳細は、６ページ「企業集団の状況」をご覧ください。  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、15～17ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、20ページ「１株当たり情報」をご覧ください。  

新規 0 社 （ 社名 ） 除外 0 社 （ 社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 20年11月期  88,478,858株 19年11月期  88,478,858株

② 期末自己株式数 20年11月期  7,527,064株 19年11月期  5,954,223株

（参考）個別業績の概要 

1.  20年11月期の個別業績（平成19年12月1日～平成20年11月30日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年11月期 41,819 △9.9 5,189 3.9 6,136 3.4 3,355 5.6
19年11月期 46,416 3.3 4,993 7.7 5,936 10.9 3,176 △39.9

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

20年11月期 40.92 40.92
19年11月期 38.49 38.47

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年11月期 93,989 63,437 67.5 783.62

19年11月期 106,901 69,741 65.2 845.07

（参考） 自己資本 20年11月期  63,437百万円 19年11月期  69,741百万円

2.  21年11月期の個別業績予想（平成20年12月1日～平成21年11月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料記載の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、業績予想と実際の業績との間には今後の様々な要因によっ
て差異が生じる場合があります。 
 詳細については、添付資料の４ページを参照してください。  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期累計期間 17,700 △15.5 400 △84.2 700 △77.5 △600 △132.0 △7.41

通期 37,000 △11.5 2,300 △55.7 2,800 △54.4 900 △73.2 11.12

－ 2 －
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 平成２０年１１月期 決算短信 補足資料（連・単共通） 

 

１．業績                                     （単位：百万円） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

２０年１１月期 １０１,６７４ ６,９８４ ６,９４５ ４,０３５

１９年１１月期 １０２,７７１ ６,７０９ ７,００４ ４,３８０連結 

１８年１１月期 ８１,５００ ６,０５２ ６,５１９ ４,１４３

２０年１１月期 ４１,８１９ ５,１８９ ６,１３６ ３,３５５

１９年１１月期 ４６,４１６ ４,９９３ ５,９３６ ３,１７６単独 

１８年１１月期 ４４,９５２ ４,６３６ ５,３５５ ５,２８２

 

２．設備投資・減価償却費（有形固定資産）                     （単位：百万円） 

 設 備 投 資 減価償却費 

 連  結 単  独 連  結 単  独 

２０年１１月期 ２,２６３ １,５１９ ３,３８２ ２,３０２

１９年１１月期 ２,２５４ １,４０８ ３,２０５ ２,２４８

１８年１１月期 ２,２５１ １,５７５ ３,１１１ ２,２９７

 

 

３．有利子負債・金融収支                             （単位：百万円） 

 有利子負債(期末) 金 融 収 支 

 連  結 単  独 連  結 単  独 

２０年１１月期 １９,０１８ ７,１０４ １２９ １,０６０

１９年１１月期 １９,３３１ ６,９０６ ２２５ １,０３８

１８年１１月期 １６,４８８ ７,２２９ ２０５ ６５７

 

 

４．セグメント情報（連結）                            （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 

 繊  維 非 繊 維 繊  維 非 繊 維 

２０年１１月期 ６３,４８２ ３８,１９２ １,８７５ ５,１０９

１９年１１月期 ６５,９０３ ３６,８６８ ２,９６７ ３,７４１

１８年１１月期 ５３,０７６ ２８,４２４ ２,４８３ ３,５６８

 

 

５．配当金（１株当り）    （単位：円）    ６．従業員数            （単位：人） 

２０年１１月期末 １０   連 結 単 独 

２０年 ５月中間  ８ 

年 

１８  ２０年１１月期 ４,３７９  ７０６ 

１９年１１月期末 １０  １９年１１月期 ４,４４１  ６８９ 

１９年 ５月中間  ７ 

年 

１７  １８年１１月期 ４,０２９  ６８９ 

 

 

７．通期業績予想（２１年１１月期）                        （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

連  結 ９６,０００ ４,５００ ４,１００ １,７００ 

単  独 ３７,０００ ２,３００ ２,８００ ９００ 
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経   営   成   績 

 

１．経営成績に関する分析 

当連結会計年度における経済環境は、前期から続く米国サブプライムローン問題や、原油・原材料価格の高

止まりが企業収益を圧迫し、個人消費も低迷するなど、厳しい状況が続きました。また、当連結会計年度後半

に発生した世界的な金融危機が実体経済へ影響を及ぼし、世界経済は一段と減速しました。 

このような情勢のなか、当社グループは当連結会計年度を最終年度とする「ニッケグループＮＮ２００８経

営計画」に基づき、収益向上と持続的な成長を可能とする事業構造の構築に向け取り組みを進めた結果、前期

に引き続き連結売上高において１,０００億円を達成することができました。 

繊維事業におきましては、販売価格の維持と新商品の開発提案などに取り組んでまいりましたが、景気の急

変や原燃料・食料価格高騰の影響による衣料消費の減退が、業績を大きく圧迫しました。 

非繊維事業におきましては、消費低迷の厳しい市場環境が続きましたが、ショッピングセンター事業が前期

並みを維持し、更には通信関連事業の拡大、不動産事業や生活関連事業の積極的な展開を推し進めてまいりま

した。 

以上の結果、連結売上高は１,０１７億円弱（前期１,０２８億円弱）、連結経常利益は６９億円強（前期７０

億円余）、連結当期純利益は４０億円余（前期４４億円弱）となりました。 

     

事業の種類別セグメントの概況は以下の通りです。 

 

［繊維事業］ 

（衣料繊維製品） 

梳毛織糸は、産地需要の低迷による販売量の減少により、減収となりました。ニット糸も同様に販売量は減

少しましたが、販売価格を改定したことにより、前期並みとなりました。紡毛糸は産地需要の低迷するなかで

販売価格が下落し、減収となりました。手編毛糸は商品開発に努め、前期並みを維持しました。 

  紳士服は、小売段階での購買意欲の冷え込みからスーツ販売量が減少し、減収となりました。 

  婦人服は、最高級素材である「ＭＡＦ」が注目を集め、スポーツカジュアル素材である「ニッケアクティブ

ウール」も安定した受注を確保しましたが、百貨店を中心に小売段階での落ち込みが大きく、減収となりまし

た。 

スクールユニフォームは、景況感の著しい悪化に伴い、制服のモデルチェンジの動きが急速に鈍化しました

が、長年の課題であった価格改定がようやくマーケットに浸透したことや学校・業界に対する積極的な企画開

発提案が一定の成果を収めたことなどにより、ほぼ前期並みとなりました。 

  ビジネスユニフォームは、高品質・高付加価値素材の開発提案、ＱＲ製造対応など粘り強い活動を行いま

したが、金融機関をはじめとした企業業績の悪化による大口更改案件の減少・延期や官公庁の予算削減など

非常に厳しい市場環境が続き、減収となりました。 

 

（繊維資材製品） 

生活産業用資材は、フェルトが衣料用芯地・手芸などの消費材分野で苦戦しましたが、バグフィルターなど

の不織布が好調に推移し、増収となりました。 

寝装品は、生産・流通の構造変化が続くなか、ＯＥＭを含む販売ルートの新規開拓や中国生産の拡大などを

行ったことにより、増収となりました。 

カーペットは、テニスサーフェスが好調で、家庭用途向けカーペットも新商品の投入や販売ルートの新規開

拓により健闘しましたが、改正建築基準法の施行や不動産不況の影響を強く受けた業務用途向けカーペットが

不調で、減収となりました。 

以上の結果、繊維事業の当連結会計年度の売上高は６３５億円弱と前期比３．７％減となりました。 
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[非繊維事業] 

ショッピングセンター事業は、消費低迷に伴う賃料引き下げ要請が強いなかで、ほぼ前期並みを維持しまし

た。 

スポーツ事業は、テニスが新規会員の伸び悩みにより、減収となりましたが、ゴルフはイベントやスクール

などの営業活動が寄与し、更に天候にも恵まれ、増収となりました。 

乗馬・ペット関連事業は、ほぼ前期並みとなりましたが、通信関連事業、介護事業、アミューズメント事業

は、携帯電話販売店の新規出店、前期に開始した小規模多機能居宅介護事業の通年寄与などにより、いずれも

増収となりました。 

不動産事業は、建設事業が低迷しましたが、大型の宅地分譲が成約し、増収となりました。 

  エンジニアリング事業他は、電源・計測器分野が低迷しましたが、自動車・エネルギー関連の設備投資が好

調で、増収となりました。また、ラケットスポーツ用品は新商品の投入や海外での積極的な販売活動により、

増収となりました。釣糸は原油高騰により釣人口が減少するなかで新商品の投入などにより、ほぼ前期並みとな

りました。産業資材は自動車減産の影響を受け、減収となりました。 

  以上の結果、非繊維事業の当連結会計年度の売上高は３８２億円弱と前期比３．６％増となりました。 

 

２．次期の見通し 

  世界的な金融危機から経営環境は厳しさを増しており、２００９年度は売上高９６０億円超、営業利益４５

億円、純利益１７億円を予想としております。 

 

３．財政状態に関する分析 

（１）資産、負債および純資産の状況 

  当連結会計年度末における財政状況は前連結会計年度末と比較して、総資産は、株式相場の下落による有価

証券評価差額金の減少等により、１１３億円余減少し１,２６６億円強となりました。負債は、繰延税金負債の

減少等により、５０億円強減少し５５１億円余となりました。純資産は、有価証券評価差額金は７０億円弱減

少しましたが当期純利益を４０億円余計上し７１５億円余となりました。 

 

（２）キャッシュ・フローの状況 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当連結会計年度の営業活動による資金の増加は、前連結会計年度に比べ、仕入債務の増加等により、４０億

円余増加して７３億円弱となりました。 

 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当連結会計年度の投資活動による資金の支出は、前連結会計年度に比べ、投資有価証券の売却・償還による

収入の減少により３６億円強増加して３７億円余となりました。 

 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当連結会計年度の財務活動による資金の支出は、前連結会計年度に比べ、長期預り敷金・保証金の返還によ

る支出が減少し、４億円余減少して３９億円余となりました。 

 

  以上の結果、当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比４億円余減少し１０７億円弱

となりました。 
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成 18年度期末 平成 19年度期末 平成 20年度期末 

自己資本比率(％) ５５.３ ５５.４  ５５.７ 

時価ベースの自己資本比率(％) ５４.５ ５３.２  ４４.２ 

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ対有利子負債比率 ７.９ ５.９  ２.６ 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ(倍) ９.２ ８.５  １９.３ 

(注１)各指標は、いずれも連結ベースの財務数値を用いて、以下の計算式により計算しております。 

    自己資本比率           ：自己資本／総資産 

    時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

    キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

    インタレスト・カバレッジ・レシオ ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

(注２)株式時価総額は、期末株価終値×自己株式控除後の期末発行済株式数により算出しております。 

(注３)有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。 

(注４)営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動に

よるキャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。 

 

４．利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

  当社は、一貫して株主各位の利益を最も重要な課題の一つと考え経営に当たっております。 

  配当につきましては、当期より１円切り上げ年間一株当たり１８円の配当といたします。次期につきまして

は、１８円の配当を目標といたします。 
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企 業 集 団 の 状 況 
 

  当社グループ(当社及び当社の関係会社)は、当社、子会社４６社及び関連会社３社(平成 20 年 11 月 30 日現

在)を中心に構成され、毛糸・毛織物などの衣料繊維製品及び毛布・カーペット・不織布・フェルトなどの繊

維資材製品の製造並びに販売を主とした『繊維事業』と、ショッピングセンターの賃貸・運営事業の他、ゴル

フ・テニス・乗馬等のスポーツ施設運営、乗馬・ペット用品・ペットフードの製造・販売、携帯電話販売、介

護等の生活関連事業、不動産の建設・販売・賃貸事業、産業向け機械、電子・電気計測器及び制御装置の製造・

販売及びテニス・バドミントンガット、釣糸、産業資材の製造・販売を主としたエンジニアリング他事業など

の『非繊維事業』を行っています。各事業の当社及び関係会社の位置付けは次の通りであります。 

 

『繊維事業』 

（１）衣料繊維製品部門 

   当部門において、当社は毛糸・ユニフォーム織物素材と製品、紳士及び婦人のファッション織物素材と製

品などの衣料繊維製品の製造及び販売を行っており、製品の一部は㈱ナカヒロ、アカツキ商事㈱、佐藤産業

㈱、㈱ニッケビクター、マルワイ吉田㈱等に販売しています。日毛(上海)貿易有限公司は中国国内をはじめ

とする海外向けに毛糸・織物の販売を行っています。 

   大成毛織㈱、㈱中日毛織、青島日毛織物有限公司は織物の製織加工を行っており当社は製造委託を行って

います。金屋ニット㈱はニット製品の製造・販売を行っています。弥富ウール㈱、尾州ウール㈱、青島日毛

紡織有限公司、日誠毛織㈱、揖斐ウール㈱は毛糸の製造を行っており、当社はこれらの会社へ製造委託を行

っています。江陰日毛紡績有限公司は毛糸の製造・販売を行っており、江陰日毛印染有限公司は色トップの

製造を行っています。 

   また、福島ソーイング㈱、㈱キューテックは織物製品の縫製加工を行っています。ニッケ・ポートフィリ

ップ・スカーリング社、稲沢ウール加工㈱は原料加工を行っています。 

（２）繊維資材製品部門 

   当部門において、当社はカーペット・毛布の製造・販売を行っており、アンビック㈱は不織布・フェルト

等の繊維資材製品の製造・販売を、日本フェルト工業㈱、江陰安碧克特種紡織品有限公司は不織布・フェル

ト等の繊維資材製品の加工を行っています。ニッケ商事㈱は毛布・寝装用品の製造・販売を行っています。 

 

『非繊維事業』 

（１）ショッピングセンター(ＳＣ)部門 

   当部門において、当社はショッピングセンターなど商業施設の開発と建設、その賃貸・運営事業を行って

います。 

（２）生活関連部門 

   当部門において、当社はゴルフコース・練習場、テニススクール、乗馬クラブの運営等の事業を行ってい

ます。㈱ニッケレジャーサービス、㈱ニッケコルトンサービスはゴルフ・テニスなどの当社事業の施設運営・

管理を行っています。㈱ニッケインドアテニス、㈱ニッケ・アミューズメント、ニッケアウデオＳＡＤ㈱は

テニス、菓子小売・カラオケ・ボウリング等の事業を行っています。 

   双洋貿易㈱は馬具・乗馬用品の製造・販売を、ニッケペットケア㈱はペット用品の製造・販売及びペット

フードの輸入販売を行っています。㈱ヘイセイは平成 18 年９月 30 日をもって営業を中止しています。 

㈱ジーシーシー、㈱オレンジフラッグス、㈱ウィル・コーポレーション、㈱フューチャー・ワイヤレス、

ゴールデンアローネットワークス㈱、㈱ドットコムは携帯電話の販売を行っています。 

   ㈱ニッケ・ケアサービスは介護事業を、㈱ニットーファミリーは生命保険代理事業を行っています。 

（３）不動産部門 

   当部門において、当社は不動産の賃貸等の事業を行っています。ニッケ不動産㈱は住宅等の建設・販売、

不動産管理事業を行っており、㈱アルファニッケは不動産の賃貸事業を行っています。 

（４）エンジニアリング他 

   ㈱ニッケ機械製作所及び㈱システム開発は産業向け機械の設計・製造・販売を行っており、㈱テクシオ及

び徳士計測儀器(香港)有限公司、徳士計測儀器(深圳)有限公司は電子・電気計測器、制御装置の設計・製造・

販売を行っています。 

   ㈱ゴーセンはテニス・バドミントンガット、釣糸、産業資材の製造・販売を行っています。 
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企業集団等の状況について事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

 

  製 品  

     

 製 品 ☆ ㈱ナカヒロ   ☆ アカツキ商事㈱ 製 品 

  ☆ 佐藤産業㈱ ☆ ㈱ニッケビクター   

  ☆ マルワイ吉田㈱ ☆ 日毛(上海)貿易有限公司  

    製 品  

 加 工 ☆ 大成毛織㈱ ☆ ㈱中日毛織  

  ☆ 青島日毛織物有限公司   

 半製品 ☆ 弥富ウール㈱ ☆ 尾州ウール㈱  

  ☆ 青島日毛紡織有限公司   

 原材料 ☆ 江陰日毛紡績有限公司 外 連結子会社４社  

     

  ☆ 福島ソーイング㈱ ＊ ㈱キューテック 製 品 

  ○ ﾆｯｹ ﾎﾟｰﾄﾌｨﾘｯﾌﾟ ｽｶｰﾘﾝｸﾞ社  

  ＊ 稲沢ウール加工㈱  

     

衣 

 

 

料 

 

 

繊 

 

 

維 

 

 

製 

 

 

品 

     

  製 品  

     

  ☆ アンビック㈱ ☆ 日本フェルト工業㈱ 製 品 

  ☆ 江陰安碧克特種紡織品有限公司  

  ☆ ニッケ商事㈱   

繊 

 

 

 

 

 

 

 

 

維 

繊

維 

資 

材 

製 

品 
     

  サービス  Ｓ 

Ｃ      

     

 業務委託 ☆ ㈱ニッケレジャーサービス サービス 

  ☆ ㈱ニッケコルトンサービス  

     

  ☆ ㈱ニッケインドアテニス ☆ ㈱ニッケ・アミューズメント  

  ☆ 双洋貿易㈱ ☆ ニッケペットケア㈱ 製 品 

  ☆ ㈱ジーシーシー ☆ ㈱ニッケ・ケアサービス  

  ＊ ㈱ニットーファミリー 外 連結子会社７社 サービス 

生 

 

活 

 

関 

 

連 

     

  サービス  

     

 サービス ☆ ニッケ不動産㈱ ☆ ㈱アルファニッケ サービス 

不 

動 

産 
     

     

  ☆ ㈱ニッケ機械製作所   

  ☆ ㈱システム開発  製 品 

  ☆ ㈱テクシオ  

  ☆ ㈱ゴーセン   

   外 連結子会社２社  

非 

 

 

 

繊 

 

 

 

維 
エ 

ン 

ジ 

ニ 

ア 

リ 

ン 

グ 

他  

日 

 

 

 

 

 

本 

 

 

 

 

 

毛 

 

 

 

 

 

織 

 

 

 

 

 

㈱ 

    

顧

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客

       ☆連結子会社  ○持分法適用非連結子会社  ＊持分法適用関連会社 
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経   営   方   針 

 

１．経営の基本方針 

  当社グループは、“人と地球に「やさしく、あったかい」企業グループとして、わたしたちは情熱と誇りを

もってチャレンジして行きます。”を経営理念とし、「社員の幸せを追求し、希望と生きがいの持てる企業グル

ープを目指します」「企業価値の最大化を通して、顧客や株主との永続的な信頼関係を築きます」「研究開発を

強化し、品質と感性・革新性に根ざしたＮｏ.１の商品とサービスを提供します」「変化をチャンスと捉え、既

存事業の改革と新規事業の開拓に挑戦します」「人材開発を重視し、各分野におけるプロフェッショナルとし

て行動します」を経営方針としております。 

 

２．目標とする経営指標および中長期的な経営戦略 

  当社グループは、グループの中長期ビジョン（ＮＮ１２０ビジョン）の実現に向けて、２００９年度を初年

度とする「ＮＮ１２０第一次（２００９～２０１１）中期経営計画」を策定しており、世界経済が一段と減速

し想定外の経営環境に直面する中で、計画初年度は連結売上高９６０億円、営業利益４５億円と２００８年度

実績を下回りますが、計画最終年度には２００８年度実績を上回ることを目標としております。 

 

３．対処すべき課題 

当社グループは「ニッケグループ中長期ビジョン（ＮＮ１２０ビジョン）」に基づき、経営の基本戦略が共通

する６つの事業領域を編成し、以下の施策を実行してまいります。 

  ＜衣料繊維事業＞ 

  強みである原料から織物までの一貫生産による品質と技術を更に強化し、高品質・高付加価値・高機能

商品の提供と積極的な海外展開を推進します。 

  ＜資材事業＞ 

    裾野の広い産業資材分野での成長を目指すとともに、積極的なＭ＆Ａ戦略により、事業規模の拡大を目

指します。 

＜エンジニアリング事業＞ 

 設計能力と商品開発の強化、積極的なＭ＆Ａを推進し、事業規模拡大と収益の安定化を目指します。 

＜開発事業＞ 

  グループ全体の資産の有効活用と価値向上を追求し、長期的な視点での「街作り」開発を推進すること

により、資産価値の向上を図ります。 

＜コミュニティサービス事業＞ 

         “コミュニティ＝地域社会”に貢献する独自の「ニッケのサービス」を創出・提供することにより、本格

的なサービス事業の展開を目指します。 

＜生活流通事業＞ 

  戦略的ブランディングと生活文化を創造する商材開発によりその価値を高め、規模と収益の拡大を目指

します。 

 

また、２００８年度より通称社名「ニッケ（ＮＩＫＫＥ）」を採用し、研究開発と環境対策、グループ人財戦

略の推進やブランドマネジメント機能の組立てに取り組み、企業価値の増大を図ってまいります。 

企業の社会的責任に関しましては、企業倫理、環境活動、社会・地域貢献に引き続き取り組むとともに、内

部統制環境の整備にも努めてまいります。 
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連 結 貸 借 対 照 表 

 

（単位：百万円） 

科 目 前連結会計年度末 

１９.１１.３０ 

当連結会計年度末 

２０.１１.３０ 

増   減 

（ 資 産 の 部 ）  

Ⅰ 流 動 資 産  

現 金 及 び 預 金 １１,２２７ １０,８２４  △４０３ 

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 ２７,７０６ ２７,４５０  △２５５ 

有 価 証 券 ５１７ ２４６  △２７０ 

た な 卸 資 産 ２５,８９４ ２７,１１２  １,２１８ 

繰 延 税 金 資 産 １,２６５ １,２５０  △１４ 

そ の 他 １,３２４ １,３１５  △９ 

貸 倒 引 当 金 △１６２ △１８０  △１８ 

流 動 資 産 合 計 ６７,７７２ ６８,０１９  ２４７ 

  

Ⅱ 固 定 資 産  

１ 有 形 固 定 資 産  

建 物 及 び 構 築 物 ２３,７４０ ２２,６７２  △１,０６８ 

機 械装置及 び運搬 具 ６,１３５ ５,６４２  △４９２ 

土 地 ５,６３９ ５,３９２  △２４６ 

建 設 仮 勘 定 ２３０ １,４５６  １,２２５ 

そ の 他 ６８０ ６１４  △６５ 

有 形 固 定 資 産 合 計 ３６,４２６ ３５,７７８  △６４８ 

  

２ 無 形 固 定 資 産  

の れ ん ２１７ ８７  △１３０ 

そ の 他 ３８８ ３５２  △３５ 

無 形 固 定 資 産 合 計 ６０６ ４３９  △１６６ 

  

３ 投資その他の資産  

投 資 有 価 証 券 ２５,３５０ １４,３２４  △１１,０２６ 

長 期 貸 付 金 ４２６ ２６１  △１６５ 

破 産 ・ 更 生 債 権 等 １９９ ２３０  ３０ 

長 期 前 払 費 用 ８２ １１７  ３５ 

前 払 年 金 費 用 ５,０３７ ５,４０２  ３６４ 

繰 延 税 金 資 産 ５８３ ５２０  △６２ 

そ の 他 １,７１９ １,８２２  １０３ 

貸 倒 引 当 金 △２３４ △２７３  △３９ 

投資その他の資産合計 ３３,１６５ ２２,４０５  △１０,７５９ 

固 定 資 産 合 計 ７０,１９７ ５８,６２３  △１１,５７３ 

  

資 産 合 計 １３７,９６９ １２６,６４２  △１１,３２６ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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連 結 貸 借 対 照 表 

 

（単位：百万円） 

科 目 前連結会計年度末 

１９.１１.３０ 

当連結会計年度末 

２０.１１.３０ 

増   減 

（ 負 債 の 部 ）  

Ⅰ 流 動 負 債  

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 １２,０６６ １３,５９６  １,５２９ 

短 期 借 入 金 １６,６７０ １７,０２８  ３５８ 

１年以内に償還予定の社債 ４６２ ３７４  △８８ 

未 払 法 人 税 等 １,６６９ １,１５３  △５１６ 

繰 延 税 金 負 債 ４２ ３  △３９ 

そ の 他 ６,９３６ ６,１２７  △８０９ 

流 動 負 債 合 計 ３７,８４８ ３８,２８３  ４３４ 

  

Ⅱ 固 定 負 債  

社 債 １,１１７ ９３３  △１８４ 

長 期 借 入 金 １,０８０ ６８２  △３９８ 

繰 延 税 金 負 債 ６,１０７ １,４３７  △４,６７０ 

退 職 給 付 引 当 金 ４,１７１ ４,１０２  △６８ 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 １３５ １３８  ３ 

長期預り敷金・保証金 ９,２７０ ９,１５４  △１１６ 

そ の 他 ４１２ ３７１  △４０ 

固 定 負 債 合 計 ２２,２９５ １６,８２０  △５,４７５ 

  

負 債 合 計 ６０,１４４ ５５,１０４  △５,０４０ 

  

（純資産の部）  

Ⅰ 株 主 資 本  

  資 本 金 ６,４６５ ６,４６５  － 

  資 本 剰 余 金 ４,５３５ ４,５４２  ７ 

  利 益 剰 余 金 ５９,２０６ ６１,７６０  ２,５５４ 

  自 己 株 式 △２,８１８ △４,０９４  △１,２７５ 

株 主 資 本 合 計 ６７,３８９ ６８,６７５  １,２８５ 

  

Ⅱ 評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 ８,８９７ １,９１４  △６,９８２ 

  繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ７２ △２６  △９９ 

  為 替 換 算 調 整 勘 定 １０４ △７３  △１７７ 

評価・換算差額等合計 ９,０７４ １,８１４  △７,２５９ 

  

Ⅲ 少 数 株 主 持 分 １,３６１ １,０４８  △３１２ 

  

純 資 産 合 計 ７７,８２５ ７１,５３８  △６,２８６ 

  

負 債 純 資 産 合 計 １３７,９６９ １２６,６４２  △１１,３２６ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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連 結 損 益 計 算 書 

 

（単位：百万円） 

科 目 

前連結会計年度 

自 １８.１２. １

至 １９.１１.３０

当連結会計年度 

自 １９.１２. １ 

至 ２０.１１.３０ 

増   減 

Ⅰ 売 上 高 １０２,７７１ １０１,６７４  △１,０９７ 

Ⅱ 売 上 原 価 ７９,３５６ ７８,３９９  △９５７ 

売 上 総 利 益 ２３,４１５ ２３,２７５  △１４０ 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 １６,７０５ １６,２９０  △４１４ 

営 業 利 益 ６,７０９ ６,９８４  ２７４ 

  

Ⅳ 営 業 外 収 益  

受 取 利 息 ２８８ １３８  △１５０ 

受 取 配 当 金 ３２０ ３６８  ４７ 

そ の 他 ５１０ ４７３  △３７ 

営 業 外 収 益 合 計 １,１２０ ９８０  △１４０ 

Ⅴ 営 業 外 費 用  

支 払 利 息 ３８４ ３７７  △７ 

そ の 他 ４４１ ６４２  ２０１ 

営 業 外 費 用 合 計 ８２５ １，０１９  １９４ 

経 常 利 益 ７,００４ ６,９４５  △５９ 

  

Ⅵ 特 別 利 益  

固 定 資 産 売 却 益  － ５３  ５３ 

固 定 資 産 受 贈 益 － ５１  ５１ 

投 資 有 価 証 券 売 却 益 ９６５ －  △９６５ 

損保代理店事業売却益 ９１ －  △９１ 

補 償 金 収 入 － １４７  １４７ 

特 別 利 益 計 １,０５６ ２５２  △８０４ 

Ⅶ 特 別 損 失  

たな卸資産評価・廃棄損 ６９７ －  △６９７ 

固 定 資 産 売 却 損 － ５１  ５１ 

投 資 有 価 証 券 売 却 損 － ３２０  ３２０ 

投 資 有 価 証 券 評 価 損 － ６０  ６０ 

減 損 損 失 － １４  １４ 

退 職 給 付 制 度 一 部 終 了 損 失 － ２７  ２７ 

適格退職年金制度廃止に伴う終了損失 ５５ －  △５５ 

構 造 改 善 費 用 ４４９ １２１  △３２７ 

店 舗 リ ニ ュ ー ア ル 費 用 － １０５  １０５ 

特 別 損 失 計 １,２０２ ７０１  △５０１ 

  

税金等調整前当期純利益 ６,８５８ ６,４９６  △３６２ 

法人税、住民税及び事業税 ２,８１７ ２,２６９  △５４８ 

法 人 税 等 調 整 額 △３６３ １８８  ５５１ 

少 数 株 主 利 益 ２３ ２  △２０ 

当 期 純 利 益 ４,３８０ ４,０３５  △３４４ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 

 

 前連結会計年度（自平成１８年１２月１日 至平成１９年１１月３０日）        （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本 

合  計 

平成18年11月30日残高 ６,４６５ ４,５３２ ５６,２３４ △２,７６３ ６４,４６８

連結会計年度中の変動額   

 剰 余 金 の 配 当 － － △１,４０３ － △１,４０３

 当 期 純 利 益 － － ４,３８０ － ４,３８０

 自 己 株 式 の 取 得 － － － △７９ △７９

 自 己 株 式 の 処 分 － ６ － ２４ ３０

 持分法適用会社の 

 減 少 に よ る 増 減 
－ － △７ － △７

 そ の 他 － △２ ２ － －

連結会計年度中の変動額

合計 
－ ３ ２,９７１ △５４ ２,９２０

平成19年11月30日残高 ６,４６５ ４,５３５ ５９,２０６ △２,８１８ ６７,３８９

 

 

 

 評価・換算差額等 

 そ の 他 

有 価 証 券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

損   益 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算 

差額等合計 

少数株主 

持  分 
純資産合計 

平成18年11月30日残高 １２,０４０ １２１ １２１ １２,２８３ １,３６３ ７８,１１５

連結会計年度中の変動額    

 株主資本以外の項目 

 の連結会計年度中の 

変 動 額 ( 純 額 ) 

△３,１４３ △４８ △１６ △３,２０９ △２ －

連結会計年度中の変動額

合計 
△３,１４３ △４８ △１６ △３,２０９ △２ △２９０

平成19年11月30日残高 ８,８９７ ７２ １０４ ９,０７４ １,３６１ ７７,８２５
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当連結会計年度（自平成１９年１２月１日 至平成２０年１１月３０日）        （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本 

合  計 

平成19年11月30日残高 ６,４６５ ４,５３５ ５９,２０６ △２,８１８ ６７,３８９

連結会計年度中の変動額   

 剰 余 金 の 配 当 － － △１,４８１ － △１,４８１

 当 期 純 利 益 － － ４,０３５ － ４,０３５

 自 己 株 式 の 取 得 － － － △１,３０３ △１,３０３

 自 己 株 式 の 処 分 － ７ － ２７ ３４

連結会計年度中の変動額

合計 
－ ７ ２,５５４ △１,２７５ １,２８５

平成20年11月30日残高 ６,４６５ ４,５４２ ６１,７６０ △４,０９４ ６８,６７５

 

 

 

 評価・換算差額等 

 そ の 他 

有 価 証 券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

損   益 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算 

差額等合計 

少数株主 

持  分 
純資産合計 

平成19年11月30日残高 ８,８９７ ７２ １０４ ９,０７４ １,３６１ ７７,８２５

連結会計年度中の変動額    

 株主資本以外の項目 

 の連結会計年度中の 

変 動 額 ( 純 額 ) 

△６,９８２ △９９ △１７７ △７,２５９ △３１２ －

連結会計年度中の変動額

合計 
△６,９８２ △９９ △１７７ △７,２５９ △３１２ △６,２８６

平成20年11月30日残高 １,９１４ △２６ △７３ １,８１４ １,０４８ ７１,５３８

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

科 目 

前連結会計年度 

自 １８.１２. １ 

至 １９.１１.３０ 

当連結会計年度 

自 １９.１２. １ 

至 ２０.１１.３０ 

増    減 

 

 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前当期純利益 ６,８５８ ６,４９６  △３６２ 

減価償却費 ３,２９８ ３,４６８  １６９ 

のれん償却額 ６６ ４７  △１８ 

減損損失 － １４  １４ 

貸倒引当金の増減額 △３２５ ５９  ３８５ 

退職給付引当金の増減額 △４６６ △６４  ４０１ 

前払年金費用の増減額 △５６３ △３６４  １９８ 

受取利息及び受取配当金 △６０９ △５０６  １０２ 

支払利息 ３８４ ３７７  △７ 

持分法による投資損益 △４５ △５２  △６ 

投資有価証券売却損益 △９６５ ３２０  １,２８５ 

投資有価証券評価損益 － ６０ ６０

損保代理店事業売却益 △９１ －  ９１ 

固定資産受贈益 － △５１ △５１

有形固定資産の売却損益 △７ ０  ８ 

有形固定資産の除却損 ３４６ ３１３  △３３ 

売上債権の増減額 ６２７ ８０  △５４６ 

たな卸資産の増減額 △１,７７０ △１,２７６  ４９４ 

仕入債務の増減額 △１,６１５ １,１５５  ２,７７０ 

その他 ３１２ △１７２  △４８５ 

小計  ５,４３３ ９,９０３  ４,４６９ 

利息及び配当金の受取額 ６３４ ５３８  △９６ 

利息の支払額 △３８４ △３７７  ７ 

法人税等の支払額 △２,４３０ △２,７８６  △３５５ 

営業活動によるキャッシュ・フロー  ３,２５２ ７,２７８  ４,０２５ 

  

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △４８ △１０  ３７ 

定期預金の払戻による収入 ５０ １８  △３１ 

有価証券の取得による支出 △１,９９５ △１,０４８  ９４６ 

有価証券の償還による収入 １,９９６ １,３０１  △６９４ 

固定資産の取得による支出 △２,２２４ △３,１３７  △９１２ 

固定資産の売却による収入 １１４ ２４６  １３１ 

投資有価証券の取得による支出 △１,０４２ △１,８７６  △８３４ 

投資有価証券の売却・償還による収入 ３,２７９ ８８２  △２,３９７ 
関係会社出資金の取得による支出 － △１９３  △１９３ 

貸付けによる支出 △６７１ △２０８  ４６２ 

貸付金の回収による収入 ２６９ ３１８  ４８ 

損保代理店事業売却による収入 ９１ －  △９１ 

その他 ９７ △２７  △１２５ 

投資活動によるキャッシュ・フロー  △８１ △３,７３５  △３,６５３ 

  

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額 ５８６ ７７０  １８３ 

長期借入れによる収入 １７２ ２３０  ５７ 

長期借入金の返済による支出 △１,５３１ △９６０  ５７１ 

社債の発行による収入 ２５０ ２００  △５０ 

社債の償還による支出 △３１４ △４７２  △１５８ 

自己株式の売却による収入 ３０ ３４  ３ 

自己株式の取得による支出 △７５ △１,３０３  △１,２２７ 

長期預り敷金・保証金の受入による収入 ２３２ ３９１  １５８ 

長期預り敷金・保証金の返還による支出 △２,２３７ △１,３２１  ９１５ 

配当金の支払額 △１,４０１ △１,４７９  △７７ 

その他 △５１ △２３  ２８ 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △４,３４０ △３,９３５  ４０４ 

  

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 ２ △２１  △２３ 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △１,１６７ △４１４  ７５２ 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 １１,９３５ １１,１１２  △８２２ 

Ⅶ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ３４４ －  △３４４ 

Ⅷ 現金及び現金同等物の期末残高 １１,１１２ １０,６９８  △４１４ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

１．連結の範囲に関する事項 

（１）連結子会社は４５社であり、その主要な会社名は、「企業集団の状況」に記載のとおりである。 

 

（２）非連結子会社１３社は、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）からみて、いずれも小規模であり、かつ、全体としても連結財務諸表に重要な影響を及ぼさない

ので連結の範囲から除外している。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

（１）持分法を適用した非連結子会社は１社、関連会社は３社であり、その主要な会社名は、「企業集団の状況

に記載のとおりである。 

 

（２）非連結子会社１２社、関連会社４社については連結純損益（持分に見合う額）及び連結利益剰余金（持

分に見合う額）からみて、いずれも小規模であり、かつ、全体としても連結財務諸表に重要な影響を及

ぼさないので持分法の適用から除外している。 

 

３．連結子会社の決算日等に関する事項 

連結子会社のうち、佐藤産業㈱、金屋ニット㈱の決算日は８月３１日である。 

日誠毛織㈱、揖斐ウール㈱、㈱ニッケ・アミューズメント、双洋貿易㈱、㈱ヘイセイ、ニッケペットケア

㈱、㈱ジーシーシー、ニッケアウデオＳＡＤ㈱、㈱オレンジフラッグス、㈱ウィル・コーポレーション、

㈱フューチャー・ワイヤレス、ゴールデンアローネットワークス㈱、㈱ドットコム、㈱ニッケ・ケアサー

ビスの決算日は９月３０日である。 

福島ソーイング㈱の決算日は１０月３１日である。 

連結財務諸表作成にあたっては、上記決算日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な

取引については、連結上必要な調整を行っている。 

また、日毛(上海)貿易有限公司、青島日毛織物有限公司、青島日毛紡織有限公司、江陰日毛紡績有限公司、

江陰日毛印染有限公司、江陰安碧克特種紡織品有限公司、徳士計測儀器(深圳)有限公司の決算日は１２月

３１日であるため連結決算日現在で仮決算を行っている。 

 

４．会計処理基準に関する事項 

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法 

 Ａ 有価証券 

   満期保有目的の債券…償却原価法（定額法） 

   その他有価証券 

    時価のあるもの…株式については期末日前１ヶ月の市場価格の平均等、それ以外については期末日

の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定している） 

    時価のないもの…移動平均法による原価法 

 Ｂ 運用目的でない金銭の信託…期末日前１ヶ月の市場価格の平均に基づく時価法（評価差額は全部純資産 

直入法により処理している） 

 Ｃ デリバティブ  …時価法 

 Ｄ たな卸資産 

   製品、商品、原材料、貯蔵品…主として移動平均法による原価法により評価している。 

連結子会社の中には、最終仕入原価法による原価法により評価している

ところもある。 

   仕掛品          …総平均法による原価法により評価している。 

   販売用土地        …個別法による原価法により評価している。 
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（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

 Ａ 有形固定資産 

   ①平成１９年３月３１日以前に取得したもの 

国内会社は主として旧定率法によっている。ただし、平成１０年度下半期以降に取得した建物（建物附

属設備を除く）については旧定額法によっている。 

在外会社は定額法によっている。 

 

②平成１９年４月１日以降に取得したもの 

国内会社は主として定率法によっている。ただし、建物（建物附属設備を除く）については定額法によ

っている。 

在外会社は定額法によっている。 

 

  （追加情報） 

   当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、平成１９年３月３１日以前に取得した有形固定資

産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得価額の５％に到達した連結

会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額との差額を５年間にわたり均等償却

し、減価償却費に含めて計上している。 

   これにより、営業利益が２４３百万円、経常利益および税金等調整前当期純利益がそれぞれ２７２百万

円減少している。 

   なお、セグメントに与える影響については、セグメント情報に記載している。 

 

 Ｂ 無形固定資産 

定額法によっている。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法によっている。 

 

（３）重要な引当金の計上基準 

 Ａ 貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるために、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。 

 Ｂ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上している。 

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主

として１４年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生した翌連結会計年度から費用処理するこ

ととしている。 

 Ｃ 役員退職慰労引当金 

連結子会社の役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規定に基づく期末要支給額を計上

している。 

 

（４）重要な外貨建資産負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ている。なお、在外連結子会社の資産及び負債は連結決算日の直物為替相場により、収益及び費用は期

中平均相場により円貨に換算し、換算差額は為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めている。 

 

（５）重要なリース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 
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（６）重要なヘッジ会計の方法 

 Ａ ヘッジ会計の方法 

繰延ヘッジ処理を採用している。なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理を

採用している。また、連結会社間取引をヘッジ対象としている為替予約取引については、時価評価を行

い、評価差額を当連結会計年度の損益として処理している。 

 Ｂ ヘッジ手段とヘッジ対象          

（ヘッジ手段） （ヘッジ対象） 

為替予約 製品輸出による外貨建売上債権、原材料輸入による

外貨建買入債務及び外貨建予定取引 

通貨オプション 外貨建予定取引 

Ｃ ヘッジ方針 

通常の営業過程における外貨建実需取引の為替相場変動リスクを軽減する目的で為替予約・通貨オプシ

ョン取引を行っている。 

 Ｄ ヘッジ有効性評価の方法 

ヘッジ手段及びヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、かつヘッジ開始時及びその後も継続して

相場変動又はキャッシュ・フロー変動を相殺するものと想定することができるため、ヘッジ有効性の判

定は省略している。 

 

（７）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税抜方式によっている。 

 

５．連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 

  連結子会社の資産及び負債の評価については部分時価評価法を採用している。 

 

６．のれんの償却に関する事項 

  のれんは、原則として５年間で均等償却することとしている。 

 

７．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な

預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投資からなっている。 

 

 

注 記 事 項 

 

                         （前連結会計年度）    （当連結会計年度） 

１．受取手形割引高及び裏書譲渡高              ―            ― 

 

２．有形固定資産の減価償却累計額          ７５,５９３百万円     ７６,８０６百万円 

 

３．保証債務                        ―            ― 

 

４．非連結子会社及び関連会社に対する主な資産及び負債 

  投資有価証券                    ２７０百万円       ２７３百万円 

  その他の投資その他の資産（出資金）         １５１百万円       ２１７百万円 

 

５．期末日満期手形の処理 

  期末日満期手形の会計処理は手形交換日をもって決済処理している。 

  当連結会計年度末日は金融機関の休日であったため、次のとおり連結会計年度末日満期手形が当連結会計

年度末残高に含まれている。 

    受取手形                      ―          ９０７百万円 

    支払手形                      ―         １,４１１百万円 
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６．連結株主資本等変動計算書関係 

  前連結会計年度（自平成１８年１２月１日 至平成１９年１１月３０日） 

（１）発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増   加 減   少 当連結会計年度末 

発行済株式 

  普通株式 ８８,４７８千株 － 

 

－  ８８,４７８千株 

自己株式 

  普通株式 ５,９２９千株 ８０千株 

 

５５千株  ５,９５４千株 

 

 （変動事由の概要） 

自己株式の普通株式の増加は単元未満株式の買取によるもの及び持分法適用関連会社が購入した自己株式

(当社株式)の当社帰属分であり、減少は単元未満株式の買増請求に応じたもの、新株予約権方式ストックオ

プション制度における権利行使によるもの及び連結子会社が売却した自己株式(当社株式)の当社帰属分で

ある。 

 

 （２）配当に関する事項 

  ①配当金支払額 

決  議 株式の種類 
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基 準 日 効力発生日 

平成19年２月27日 

定時株主総会 
普通株式 ８２５ １０ 平成18年11月 30日 平成19年２月28日

平成19年７月20日 

取締役会 
普通株式 ５７７ ７ 平成19年５月31日 平成19年８月17日

 

  ②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力が当連結会計年度末後となるもの 

決  議 株式の種類 配当の原資

配当金 

の総額 

(百万円)

１株当た

り配当額

(円) 

基 準 日 効力発生日 

平成20年２月27日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金 ８２５ １０ 平成19年11月30日 平成20年２月28日
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  当連結会計年度（自平成１９年１２月１日 至平成２０年１１月３０日） 

（１）発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増   加 減   少 当連結会計年度末 

発行済株式 

  普通株式 ８８,４７８千株 － 

 

－  ８８,４７８千株 

自己株式 

  普通株式 ５,９５４千株 １,６２８千株 

 

５６千株  ７,５２７千株 

 

 （変動事由の概要） 

自己株式の普通株式の増加は定款の定めに基づく自己株式の取得及び単元未満株式の買取によるものであ

り、減少は単元未満株式の買増請求に応じたもの及び新株予約権方式ストックオプション制度における権利 

行使によるものである。 

 

 （２）配当に関する事項 

  ①配当金支払額 

決  議 株式の種類 
配当金の総額

(百万円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基 準 日 効力発生日 

平成20年２月27日 

定時株主総会 
普通株式 ８２５ １０ 平成19年11月 30日 平成20年２月28日

平成20年７月18日 

取締役会 
普通株式 ６５５ ８ 平成20年５月31日 平成20年８月22日

 

  ②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力が当連結会計年度末後となるもの 

決  議 株式の種類 配当の原資

配当金 

の総額 

(百万円)

１株当た

り配当額

(円) 

基 準 日 効力発生日 

平成21年２月26日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金 ８０９ １０ 平成20年11月30日 平成21年２月27日

 

７．連結キャッシュ・フロー計算書関係 

（１）現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

                         （前連結会計年度）    （当連結会計年度） 

現金及び預金勘定             １１,２２７百万円     １０,８２４百万円 

有価証券勘定                  ５１７百万円        ２４６百万円 

預金期間が３ヶ月を超える定期預金     △  １３３百万円     △  １２５百万円 

     償還期間が３ヶ月を超える債券等      △  ４９８百万円     △  ２４６百万円  

現金及び現金同等物            １１,１１２百万円     １０,６９８百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ニッケ（日本毛織株式会社）（3201）平成 20 年 11 月期決算短信 
 

 － 20 －

１株当たり情報 

 

                         （前連結会計年度）    （当連結会計年度） 

１株当たり純資産額               ９２６円５６銭      ８７０円７７銭 

１株当たり当期純利益               ５３円０８銭       ４９円２２銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益        ５３円０６銭       ４９円２２銭 

 

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

１株当たり当期純利益  

 当期純利益（百万円） 4,380  4,035 

 普通株主に帰属しない金額（百万円） －  － 

 普通株式に係る当期純利益（百万円） 4,380  4,035 

 普通株式の期中平均株式数（株） 82,533,088  81,999,308 

  

潜在株式調整後１株当たり当期純利益  

 当期純利益調整額（百万円） －  － 

 普通株式増加数（株） 33,933  2,716 

 （うちストックオプション(新株予約権方式)） (33,933)  (2,716) 
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税効果会計関係 

 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳 

 （１）流動資産 

     繰延税金資産 

      未払事業税                      ８５百万円  

      たな卸資産評価損                  ６０４百万円  

      繰越欠損金                    １３０百万円 

      その他                       ４５３百万円  

      繰延税金資産小計                １,２７３百万円 

      評価性引当金                △    １１百万円  

      繰延税金資産合計                １,２６１百万円  

繰延税金負債 

      その他                   △    １１百万円  

      繰延税金負債合計              △    １１百万円  

      繰延税金資産の純額               １,２５０百万円  

 （２）固定資産 

     繰延税金資産 

      退職給付引当金                   ４２１百万円 

      貸倒引当金                      ５３百万円 

      繰越欠損金                      ５４百万円 

      その他                        ９２百万円  

      繰延税金資産小計                  ６２２百万円 

      評価性引当金                △    ７０百万円  

      繰延税金資産合計                  ５５１百万円  

     繰延税金負債 

      圧縮記帳積立金               △    ２１百万円  

      その他有価証券評価差額金          △    １０百万円  

      繰延税金負債合計              △    ３１百万円  

      繰延税金資産の純額                 ５２０百万円  

 （３）流動負債 

     繰延税金負債 

      その他                         ３百万円  

      繰延税金負債合計                    ３百万円  

繰延税金負債の純額                   ３百万円  

 （４）固定負債 

     繰延税金負債 

      圧縮記帳積立金                   ６４８百万円 

      圧縮特別勘定積立金                ３１７百万円 

      その他有価証券評価差額金            １,１８２百万円 

      前払年金費用                  １,５９８百万円 

      その他                       ３３５百万円  

      繰延税金負債合計                ４,０８２百万円  

     繰延税金資産 

      退職給付引当金               △ １,２０３百万円 

      貸倒引当金                 △   ８２０百万円 

      有価証券評価損               △   ２４９百万円 

      繰越欠損金                 △   １５８百万円 

      その他                   △   ４１２百万円  

      繰延税金資産小計              △ ２,８４４百万円 

      評価性引当金                    １９９百万円  

      繰延税金資産合計              △ ２,６４４百万円  

      繰延税金負債の純額               １,４３７百万円  
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の内訳 

     法定実効税率                    ４０．４４％ 

     （調整） 

      交際費等永久に損金に算入されない項目        ０．９５％ 

      受取配当金等永久に益金に算入されない項目   △  ５．６５％ 

      受取配当金の消去額                 ３．６６％ 

      税務上の繰越欠損金の利用           △  ３．０４％ 

      その他                       １．４７％  

      税効果会計適用後の法人税等の負担率        ３７．８３％  

 

 

退職給付関係 

 

１． 採用している退職給付制度の概要 

当社及び国内連結子会社は、確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度、適格退職年金制度及び退

職一時金制度を設けている。また、従業員の退職等に際して割増退職金を支払う場合がある。 

また、当社は退職給付制度の見直しを行い、平成２０年１２月より、退職一時金制度の一部を確定拠出年

金制度に移行している。 

 

２． 退職給付債務に関する事項（平成２０年１１月３０日現在） 

     (1)退職給付債務                 △ ９,１３１百万円 

     (2)年金資産                     ５,８０８百万円  

     (3)未積立退職給付債務(1)+(2)          △ ３,３２３百万円 

     (4)未認識数理計算上の差異              ５,０４４百万円 

     (5)未認識過去勤務債務              △   ４２１百万円  

     (6)退職給付引当金(3)+(4)+(5)            １,２９９百万円 

     (7)前払年金費用                 △ ５,４０２百万円 

     (8)退職給付引当金(6)+(7)            △ ４,１０２百万円  

 

      注１．連結子会社は退職給付債務の算定にあたり、主として簡便法を採用している。 

 

３． 退職給付費用に関する事項（自平成１９年１２月１日 至平成２０年１１月３０日） 

     (1)勤務費用(注２)                   ２９５百万円 

     (2)利息費用                      １９７百万円 

     (3)期待運用収益                △   ２５８百万円 

     (4)数理計算上の差異の費用処理額             ２０百万円 

     (5)過去勤務債務の費用処理額          △    ３８百万円  

     (6)退職給付費用(1)+(2)+(3)+(4)+(5)          ２１６百万円  

     (7)確定拠出年金制度への掛金支払額            ３６百万円 

          計  (6)+(7)                ２５２百万円  

 

      注１．上記退職給付費用以外に割増退職金８５百万円を支払っている。また、当社は、退職給付制 

         度一部終了損失２７百万円を特別損失に計上し、退職給付引当金を増加させる処理を行って 

いる。 

           注２．簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は、勤務費用に含めている。 

 

４．退職給付債務の計算の基礎に関する事項 

     (1)退職給付見込額の期間配分方法       期間定額基準 

     (2)割引率                  ２．０％ ～ ２．５％ 

     (3)期待運用収益率              主として  ２．５％ 

     (4)過去勤務債務の額の処理年数        主として   １４年 

     (5)数理計算上の差異の処理年数        主として   １４年 
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セ グ メ ン ト 情 報 
 

１． 事業の種類別セグメント情報 

  前連結会計年度（自平成１８年１２月１日 至平成１９年１１月３０日）      （単位：百万円） 

 繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連  結 

６５,９０３ ３６,８６８ １０２,７７１ －  １０２,７７１

 Ⅰ売上高及び営業損益 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 ３５ ４４９ ４８４ (  ４８４) －

計 ６５,９３８ ３７,３１７ １０３,２５６ (  ４８４) １０２,７７１

営 業 費 用 ６２,９７０ ３３,５７６ ９６,５４７ (  ４８４) ９６,０６２

営 業 利 益 ２,９６７ ３,７４１ ６,７０９ －  ６,７０９

 Ⅱ資産、減価償却費及び 

  資 本 的 支 出 

資 産 ７０,３２５ ３７,７４８ １０８,０７３ ２９,８９６  １３７,９６９

減 価 償 却 費 １,５１３ １,７４９ ３,２６２ －  ３,２６２

資 本 的 支 出 １,４５９ ８３８ ２,２９８ －  ２,２９８

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっている。 

   ２．各事業の内容 

   （１）繊 維 事 業……毛糸・毛織物・縫製品・毛布・カーペット・不織布・フェルト等の繊維製品の 

製造・販売 

   （２）非繊維事業……ショッピングセンターの賃貸事業、ゴルフ・テニス・乗馬等のスポーツ事業、 

             馬具・乗馬・ペット用品の製造・販売、携帯電話の販売、介護サービス事業、 

             不動産の建設・販売・賃貸、 

             産業用機械の製造・販売、電子・電気計測器、制御装置の製造・販売、 

             テニス・バドミントンガット、釣糸、産業資材の製造・販売 

   ３．営業費用中の共通費はすべてセグメント別に配賦している。 

   ４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は２９,８９６百万円であり、その主なも

のは親会社の余資運用資金（現金及び預金・有価証券）、長期投資資金（投資有価証券）等の資産で

ある。 

   ５．たな卸資産評価損洗替差額の計上区分の変更 

     従来、「たな卸資産評価損洗替差額」は営業外収益または営業外費用に計上していたが、製商品のラ

イフサイクルが短縮し、製商品別の採算管理の必要性が増していることから管理方法を見直した。そ

の結果、評価損の発生が恒常化しかつ製商品の販売に伴う売上総利益に及ぼす影響が大きくなってい

ることから、売上総利益をより適正に表現するため、当連結会計年度より売上原価に加減算して計上

する方法に変更している。 

     これにより繊維事業は営業費用が６５百万円減少し営業利益が同額増加、非繊維事業は営業費用が 

３６百万円減少し営業利益が同額増加している。 
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  当連結会計年度（自平成１９年１２月１日 至平成２０年１１月３０日）      （単位：百万円） 

 繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連  結 

６３,４８２ ３８,１９２ １０１,６７４ －  １０１,６７４

 Ⅰ売上高及び営業損益 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の内部 

   売上高又は振替高 
５０ ３１２ ３６２ (  ３６２) －

計 ６３,５３２ ３８,５０４ １０２,０３７ (  ３６２) １０１,６７４

営 業 費 用 ６１,６５７ ３３,３９５ ９５,０５２ (  ３６２) ９４,６９０

営 業 利 益 １,８７５ ５,１０９ ６,９８４ －  ６,９８４

 Ⅱ資産、減価償却費及び 

  資 本 的 支 出 

資 産 ７０,５１７ ３９,２８１ １０９,７９９ １６,８３８  １２６,６３８

減 価 償 却 費 １,６６３ １,７６７ ３,４３１ －  ３,４３１

資 本 的 支 出 １,１１８ １,１５０ ２,２６９ －  ２,２６９

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっている。 

   ２．各事業の内容 

   （１）繊 維 事 業……毛糸・毛織物・縫製品・毛布・カーペット・不織布・フェルト等の繊維製品の 

製造・販売 

   （２）非繊維事業……ショッピングセンターの賃貸事業、ゴルフ・テニス・乗馬等のスポーツ事業、 

             馬具・乗馬・ペット用品の製造・販売、携帯電話の販売、介護サービス事業、 

             不動産の建設・販売・賃貸、 

             産業用機械の製造・販売、電子・電気計測器、制御装置の製造・販売、 

             テニス・バドミントンガット、釣糸、産業資材の製造・販売 

   ３．営業費用中の共通費はすべてセグメント別に配賦している。 

   ４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は１６,８３８百万円であり、その主なも

のは親会社の余資運用資金（現金及び預金・有価証券）、長期投資資金（投資有価証券）等の資産で

ある。 

   ５．「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」の追加情報に記載のとおり、平成１９年３月３１

日以前に取得した有形固定資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により

取得価額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額と

の差額を５年間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上している。 

     これにより、当連結会計年度の営業費用は、繊維事業が１７８百万円、非繊維事業が６５百万円増加

し、営業利益がそれぞれ同額減少している。 

 

２．所在地別セグメント情報 

  前連結会計年度（自平成１８年１２月１日 至平成１９年１１月３０日） 

   全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも

９０％を超えているため、記載を省略している。 

 
  当連結会計年度（自平成１９年１２月１日 至平成２０年１１月３０日） 

   全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも

９０％を超えているため、記載を省略している。 

 

３．海外売上高 

  前連結会計年度（自平成１８年１２月１日 至平成１９年１１月３０日） 

   連結売上高の１０％未満であるため、記載を省略している。 

 

  当連結会計年度（自平成１９年１２月１日 至平成２０年１１月３０日） 

   連結売上高の１０％未満であるため、記載を省略している。 
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有 価 証 券 

 

前連結会計年度（平成１９年１１月３０日現在） 

 

 １．満期保有目的の債券で時価のあるもの                     （単位：百万円） 

 種  類 

 

連結貸借対照表

計 上 額

時  価 差  額 

(1)国債・地方債等 

(2)社債 

(3)その他 

９５ 

－ 

６００ 

９６  

－  

６０２  

１ 

－ 

２ 

時価が連結貸借対照表

計上額を超えるもの 

小  計 ６９５ ６９９  ３ 

(1)国債・地方債等 

(2)社債 

(3)その他 

－ 

－ 

９９８ 

－  

－  

９９４  

－ 

－ 

△   ４ 

時価が連結貸借対照表

計上額を超えないもの 

小  計 ９９８ ９９４  △   ４ 

合  計 １,６９４ １,６９３  △   ０ 

 

 ２．その他有価証券で時価のあるもの                       （単位：百万円） 

 種  類 取得原価 連結貸借対照表 

計 上 額 

差  額 

(1)株式  ７,３５９  ２２,５１８  １５,１５８ 連結貸借対照表計上額が 

取得原価を超えるもの 小  計 ７,３５９ ２２,５１８  １５,１５８ 

(1)株式 ７８２ ６２０  △ １６１ 連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの 小  計 ７８２ ６２０  △ １６１ 

合  計 ８,１４２ ２３,１３９  １４,９９６ 

 

 ３．当連結会計年度中に売却したその他有価証券          （単位：百万円） 

売 却 額 売却益の合計額 売却損の合計額 

１,１６８  ９５９ －  

 

 ４．時価評価されていない主な有価証券      （単位：百万円） 

種   類 連結貸借対照表計上額 

その他有価証券 

①非上場株式 ７３５ 

②その他 ２８ 

計 ７６４ 

 

 ５．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の連結決算日後における償還予定額 

（単位：百万円） 

区分 １年以内 １年超５年以内 ５年超１０年以内 １０年超 

 債券 

  国債・地方債 

  その他 

 － 

５００ 

 １００ 

－ 

 

 －  

－  

 － 

１,１００ 

 

 

 

 

 

 

 



ニッケ（日本毛織株式会社）（3201）平成 20 年 11 月期決算短信 

 

 － 26 －

当連結会計年度（平成２０年１１月３０日現在） 

 

 １．満期保有目的の債券で時価のあるもの                     （単位：百万円） 

 種  類 

 

連結貸借対照表

計 上 額

時  価 差  額 

(1)国債・地方債等 

(2)社債 

(3)その他 

９６ 

－ 

－ 

９８  

－  

－  

１ 

－ 

－ 

時価が連結貸借対照表

計上額を超えるもの 

小  計 ９６ ９８  １ 

(1)国債・地方債等 

(2)社債 

(3)その他 

－ 

２９２ 

１,７４６ 

－  

２８７  

１,４５６  

－ 

△   ４ 

△ ２９０ 

時価が連結貸借対照表

計上額を超えないもの 

小  計 ２,０３９ １,７４４  △ ２９４ 

合  計 ２,１３５ １,８４２  △ ２９３ 

 

 ２．その他有価証券で時価のあるもの                       （単位：百万円） 

 種  類 取得原価 連結貸借対照表 

計 上 額 

差  額 

(1)株式  ５,２１３  ９,４９４  ４,２８１ 連結貸借対照表計上額が 

取得原価を超えるもの 小  計 ５,２１３ ９,４９４  ４,２８１ 

(1)株式 ２,８８１ １,９２６  △ ９５５ 連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの 小  計 ２,８８１ １,９２６  △ ９５５ 

合  計 ８,０９５ １１,４２１  ３,３２５ 

  （注）上記の他、以下のものはその他有価証券に準じた会計処理を適用しております。 

                                         （単位：百万円） 

 種  類 取得原価 連結貸借対照表 

計 上 額 

差  額 

連結貸借対照表計上額が 

取得原価を超えないもの 

  金銭の信託  ２７４  １８９  △  ８４ 

 

 ３．当連結会計年度中に売却したその他有価証券          （単位：百万円） 

売 却 額 売却益の合計額 売却損の合計額 

２８２  － ３２０  

 

 ４．時価評価されていない主な有価証券      （単位：百万円） 

種   類 連結貸借対照表計上額 

その他有価証券 

①非上場株式 ７３０ 

②その他 １０ 

計 ７４０ 

 

 ５．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の連結決算日後における償還予定額 

（単位：百万円） 

区分 １年以内 １年超５年以内 ５年超１０年以内 １０年超 

 債券 

  国債・地方債 

  社債 

  その他 

 － 

－ 

２５０ 

 １００ 

３００ 

－ 

 

 －  

－  

－  

 － 

－ 

１,５００ 
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関連当事者との取引 

 
前連結会計年度（自平成１８年１２月１日 至平成１９年１１月３０日） 
 
１．役員及び個人主要株主等 

（単位：百万円） 

関係内容 

属性 氏名 住所 資本金 職業 

議決権等の

所 有 (被

所有)割合
役員の

兼任等

事業上の

関 係

取引の 

内容 

取引 

金額 
科目 

期末

残高

役員 丹羽一彦 ― ― 弁護士 ― ― 

       

顧問 

弁護士

弁護士

報酬 

4 ― ― 

（注）1.上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれてい
る。 

    2.当社は丹羽一彦氏が代表を務める中央国際法律事務所と顧問弁護士契約を締結している。 
    3.弁護士報酬については、当社と関係を有しない他の当事者と同様の条件としている。 
 
 
当連結会計年度（自平成１９年１２月１日 至平成２０年１１月３０日） 
 
１．役員及び個人主要株主等 

（単位：百万円） 

関係内容 

属性 氏名 住所 資本金 職業 

議決権等の

所 有 (被

所有)割合
役員の

兼任等

事業上の

関 係

取引の 

内容 

取引 

金額 
科目 

期末

残高

役員 丹羽一彦 ― ― 弁護士 ― ― 

       

顧問 

弁護士

弁護士

報酬 

3 ― ― 

（注）1.上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれてい
る。 

    2.当社は丹羽一彦氏が代表を務める中央国際法律事務所と顧問弁護士契約を締結している。 
    3.弁護士報酬については、当社と関係を有しない他の当事者と同様の条件としている。 
 
 
 

開示の省略 

 
  「リース取引」、「デリバティブ取引」、「ストック・オプション等」については、決算短信における開示の
必要性が大きくないと考えられるため開示を省略します。 
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 － 28 － 

貸 借 対 照 表 

（単位：百万円） 

科 目 前事業年度末 

１９.１１.３０ 

当事業年度末 

２０.１１.３０ 

増   減 

（ 資 産 の 部 ）  

Ⅰ 流 動 資 産  

現 金 及 び 預 金 ６,０９０ ４,１４６  △１,９４４ 

受 取 手 形 ２,７０７ ２,６２７  △７９ 

売 掛 金 １２,９５１ １１,３０６  △１,６４５ 

有 価 証 券 ４９８ ２４６  △２５１ 

製 品 ６,６７６ ８,０３８  １３６１ 

原 材 料 １,２５７ １,１８７  △６９ 

仕 掛 品 ４,１９２ ４,２６３  ７１ 

販 売 用 土 地 － １  １ 

貯 蔵 品 １３１ １４６  １５ 

繰 延 税 金 資 産 ７１０ ４７１  △２３８ 

短 期 貸 付 金 ５,０６０ ４,２３７  △８２２ 

そ の 他 ４７８ １,７５０  １,２７１ 

貸 倒 引 当 金 △４５９ △１５  ４４３ 

流 動 資 産 合 計 ４０,２９６ ３８,４０９  △１,８８７ 

Ⅱ 固 定 資 産  

１ 有 形 固 定 資 産  

建 物 １７,６３４ １６,８７７  △７５７ 

構 築 物 ２,６２３ ２,５１７  △１０６ 

機 械 及 び 装 置 ２,５８２ ２,３４２  △２３９ 

車 両 運 搬 具 ２２ １４  △７ 

工 具 器 具 及 び 備 品 ３０６ ２４１  △６４ 

土 地 ２,５６８ ２,３９７  △１７０ 

建 設 仮 勘 定 ２５ １,３７４  １,３４８ 

有形固定資産合計 ２５,７６３ ２５,７６４  １ 

２ 無 形 固 定 資 産  

ソ フ ト ウ ェ ア ３２ ２３  △８ 

そ の 他 ４５ ４１  △４ 

無形固定資産合計 ７８ ６４  △１３ 

３ 投 資 そ の 他 の 資 産  

投 資 有 価 証 券 ２４,４３１ １３,６２０  △１０,８１０ 

関 係 会 社 株 式 ５,４８１ ５,２１４  △２６７ 

出 資 金 ４９ １２  △３６ 

関 係 会 社 出 資 金 ２,１３４ ２,３２８  １９３ 

長 期 貸 付 金 ３９５ １,０８０  ６８５ 

関係会社長期貸付金 ３,０５４ ２,７０６  △３４７ 

破 産 ・ 更 生 債 権 等 ３３２ ３７７  ４５ 

長 期 前 払 費 用 ２０ ２０  △０ 

前 払 年 金 費 用 ５,０３７ ５,４０２  ３６４ 

そ の 他 ９１２ １,０６１  １４９ 

貸 倒 引 当 金 △９８６ △１,９７２  △９８６ 

投 資 損 失 引 当 金 △１００ △１００  － 

投資その他の資産合計 ４０,７６３ ２９,７５０  △１１,０１２ 

固 定 資 産 合 計 ６６,６０４ ５５,５８０  △１１,０２３ 

資 産 合 計 １０６,９０１ ９３,９８９  △１２,９１１ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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貸 借 対 照 表 

（単位：百万円） 

科 目 前事業年度末 

１９.１１.３０ 

当事業年度末 

２０.１１.３０ 

増   減 

（ 負 債 の 部 ）  
Ⅰ 流 動 負 債  

支 払 手 形 １,７０７ ２,２２０  ５１３ 

買 掛 金 １,７９０ １,２４３  △５４７ 

短 期 借 入 金 ６,５０２ ６,８２２  ３２０ 

未 払 金 １,８６３ １,７３４  △１２９ 

未 払 費 用 １,２６５ １,１６８  △９７ 

未 払 法 人 税 等 １,２２９ ７２７  △５０２ 

前 受 金 １ ２  １ 

預 り 金 ２,９７６ ２,７２２  △２５４ 

１年以内返済長期預り保証金 ９９９ １８７  △８１２ 

前 受 収 益 ４４８ ５０５  ５７ 

そ の 他 ３０７ ２３５  △７１ 

流 動 負 債 合 計 １９,０９２ １７,５６９  △１,５２２ 

Ⅱ 固 定 負 債  

長 期 借 入 金 ４０４ ２８１  △１２２ 

繰 延 税 金 負 債 ５,９０７ １,１４８  △４,７５８ 

退 職 給 付 引 当 金 ２,６８１ ２,６６８  △１２ 

長期預り敷金・保証金 ８,８６０ ８,７４７  △１１２ 

そ の 他 ２１４ １３６  △７８ 

固 定 負 債 合 計 １８,０６６ １２,９８１  △５,０８５ 

負 債 合 計 ３７,１５９ ３０,５５１  △６,６０７ 

（ 純 資 産 の 部 ）  

Ⅰ 株 主 資 本  

１ 資 本 金 ６,４６５ ６,４６５  － 

２ 資 本 剰 余 金  

資 本 準 備 金 ５,０６４ ５,０６４  － 

そ の 他 資 本 剰 余 金  

自己株式処分差益 ３１ ３８  ７ 

資本剰余金合計 ５,０９６ ５,１０３  ７ 

３ 利 益 剰 余 金  

利 益 準 備 金 １,６１６ １,６１６  － 

そ の 他 利 益 剰 余 金  

損失補填準備積立金 ６８０ ６８０  － 

配 当 引 当 積 立 金 ９３０ ９３０  － 

従業員退職給与基金 １,４６６ １,４６６  － 

圧 縮 記 帳 積 立 金 １,０２８ ８８６  △１４２ 

圧縮特別勘定積立金  － ４６７  ４６７ 

特 別 償 却 積 立 金 ２ －  △２ 

別 途 積 立 金 ３７,９５０ ３７,９５０  － 

繰 越 利 益 剰 余 金 ８,５０５ １０,０５７  １,５５１ 

利益剰余金合計 ５２,１７９ ５４,０５３  １,８７４ 

４ 自 己 株 式 △２,８１４ △４,０９０  △１,２７５ 

株 主 資 本 合 計 ６０,９２６ ６１,５３２  ６０５ 

Ⅱ 評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 ８,８５７ １,９２７  △６,９２９ 

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △４２ △２２  ２０ 

評価・換算差額等合計 ８,８１４ １,９０５  △６,９０９ 

純 資 産 合 計 ６９,７４１ ６３,４３７  △６,３０３ 

負 債 純 資 産 合 計 １０６,９０１ ９３,９８９  △１２,９１１ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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損 益 計 算 書 
 

（単位：百万円） 

科 目 

前 事 業 年 度 

自 １８.１２. １ 

至 １９.１１.３０ 

当 事 業 年 度 

自 １９.１２. １ 

至 ２０.１１.３０ 

増   減 

  

Ⅰ 売 上 高 ４６,４１６ ４１,８１９  △４,５９６ 

Ⅱ 売 上 原 価 ３６,２８５ ３１,７１０  △４,５７５ 

売 上 総 利 益 １０,１３１ １０,１０９  △２１ 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ５,１３７ ４,９２０  △２１７ 

営 業 利 益 ４,９９３ ５,１８９  １９５ 

  

Ⅳ 営 業 外 収 益  

受 取利息及 び配当 金 １,１６７ １,１９６  ２９ 

そ の 他 ４２２ ３４４  △７７ 

営 業 外 収 益 合 計 １,５９０ １,５４１  △４８ 

  

Ⅴ 営 業 外 費 用  

支 払 利 息 １２９ １３６  ７ 

そ の 他 ５１７ ４５７  △６０ 

営 業 外 費 用 合 計 ６４７ ５９３  △５３ 

  

経 常 利 益 ５,９３６ ６,１３６  ２００ 

  

Ⅵ 特 別 利 益  

固 定 資 産 売 却 益 － ２６  ２６ 

固 定 資 産 受 贈 益 － ５１  ５１ 

投 資有価証 券売却 益 ９０１ －  △９０１ 

補 償 金 収 入 － １４７  １４７ 

特 別 利 益 計 ９０１ ２２４  △６７６ 

  

Ⅶ 特 別 損 失  

固 定 資 産 売 却 損 － ２６  ２６ 

投 資有価証 券売却 損 － ３２０  ３２０ 

投 資有価証 券評価 損 － ２４  ２４ 

関 係会社株 式売却 損 － ２  ２ 

関 係会社株 式評価 損 ３９５ ９５  △３００ 

関係会社貸倒引当金繰入額 ９８５ ５５０  △４３５ 

減 損 損 失 － １４  １４ 

退職給付制度一部終了損失 － ２７  ２７ 

構 造 改 善 費 用 ４３５ ８６  △３４９ 

店舗リニューアル費用 － １０５  １０５ 

関 係 会 社 整 理 損 ５４ －  △５４ 

特 別 損 失 計 １,８７１ １,２５２  △６１９ 

  

税 引 前 当 期 純 利 益 ４,９６６ ５,１０９ １４３ 

法人税、住民税及び事業税 ２,２０２ １,５８３  △６１９ 

法 人 税 等 調 整 額 △４１２ １７１  ５８３ 

当 期 純 利 益 ３,１７６ ３,３５５  １７８ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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株主資本等変動計算書 

 

前事業年度（自平成18年12月１日 至平成19年11月30日）                         （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 資 本 剰 余 金 

 その他資本剰余金 

 

資本金 
資本準備金 

自己株式処分差益 
資本剰余金合計 

平成18年11月30日残高 ６,４６５ ５,０６４ ２５  ５,０９０ 

事業年度中の変動額      

 剰 余 金 の 配 当 － － －  － 

 当 期 純 利 益 － － －  － 

 自己株式の取得 － － －  － 

 自己株式の処分 － － ６  ６ 

 積 立 － － －  － 

 取 崩 － － －  － 

事業年度中の変動額合計 － － ６  ６ 

平成19年11月30日残高 ６,４６５ ５,０６４ ３１  ５,０９６ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 

損失補填準備積立金 配当引当積立金 従業員退職給与基金 圧縮記帳積立金 特別償却積立金

平成18年11月30日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６  １,０８６  ９ 

事業年度中の変動額          

 剰 余 金 の 配 当 －  － － －  －  － 

 当 期 純 利 益 －  － － －  －  － 

 自己株式の取得 －  － － －  －  － 

 自己株式の処分 －  － － －  －  － 

 積 立 －  － － －  －  － 

 取 崩 －  － － －  △５７  △６ 

事業年度中の変動額合計 －  － － －  △５７  △６ 

平成19年11月30日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６  １,０２８  ２ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 別途積立金 繰越利益剰余金
利益剰余金合計

自己株式 株主資本合計 

平成18年11月30日残高 ３７,９５０  ６,６６８ ５０,４０６ △２,７６３  ５９,１９８ 

事業年度中の変動額        

 剰 余 金 の 配 当 －  △１,４０３ △１,４０３ －  △１,４０３ 

 当 期 純 利 益 －  ３,１７６ ３,１７６ －  ３,１７６ 

 自己株式の取得 －  － － △７５  △７５ 

 自己株式の処分 －  － － ２４  ３０ 

 積 立 －  － － －  － 

 取 崩 －  ６４ － －  － 

事業年度中の変動額合計 －  １,８３７ １,７７３ △５１  １,７２８ 

平成19年11月30日残高 ３７,９５０  ８,５０５ ５２,１７９ △２,８１４  ６０,９２６ 

             

             

 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成18年11月30日残高 １１,９８２ △０ １１,９８１  ７１,１７９ 

事業年度中の変動額  

 株主資本以外の項目の 

事業年度中の変動額(純額) 
△３,１２４ △４１ △３,１６６  － 

事業年度中の変動額合計 △３,１２４ △４１ △３,１６６  △１,４３８ 

平成19年11月30日残高 ８,８５７ △４２ ８,８１４  ６９,７４１ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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当事業年度（自平成19年12月１日 至平成20年11月30日）                         （単位：百万円） 

 株 主 資 本 

 資 本 剰 余 金 

 その他資本剰余金 

 

資本金 
資本準備金 

自己株式処分差益 
資本剰余金合計 

平成19年11月30日残高 ６,４６５ ５,０６４ ３１  ５,０９６ 

事業年度中の変動額      

 剰 余 金 の 配 当 － － －  － 

 当 期 純 利 益 － － －  － 

 自己株式の取得 － － －  － 

 自己株式の処分 － － ７  ７ 

 積 立 － － －  － 

 取 崩 － － －  － 

事業年度中の変動額合計 － － ７  ７ 

平成20年11月30日残高 ６,４６５ ５,０６４ ３８  ５,１０３ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 

損失補填準備積立金 配当引当積立金 従業員退職給与基金 圧縮記帳積立金 圧 縮 特 別 勘 定 積 立 金

平成19年11月30日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６  １,０２８  － 

事業年度中の変動額          

 剰 余 金 の 配 当 －  － － －  －  － 

 当 期 純 利 益 －  － － －  －  － 

 自己株式の取得 －  － － －  －  － 

 自己株式の処分 －  － － －  －  － 

 積 立 －  － － －  １８  ４７９ 

 取 崩 －  － － －  △１６０  △１２ 

事業年度中の変動額合計 －  － － －  △１４２  ４６７ 

平成20年11月30日残高 １,６１６  ６８０ ９３０ １,４６６  ８８６  ４６７ 

             

             

 株 主 資 本 

 利 益 剰 余 金 

 その他利益剰余金 

 特別償却積立金 別途積立金 繰越利益剰余金
利益剰余金合計

自己株式 株主資本合計 

平成19年11月30日残高 ２  ３７,９５０ ８,５０５ ５２,１７９  △２,８１４  ６０,９２６ 

事業年度中の変動額          

 剰 余 金 の 配 当 －  － △１,４８１ △１,４８１  －  △１,４８１ 

 当 期 純 利 益 －  － ３,３５５ ３,３５５  －  ３,３５５ 

 自己株式の取得 －  － － －  △１,３０３  △１,３０３ 

 自己株式の処分 －  － － －  ２７  ３４ 

 積 立 －  － △４９７ －  －  － 

 取 崩 △２  － １７５ －  －  － 

事業年度中の変動額合計 △２  － １,５５１ １,８７４  △１,２７５  ６０５ 

平成20年11月30日残高 －  ３７,９５０ １０,０５７ ５４,０５３  △４,０９０  ６１,５３２ 

             

             

 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成19年11月30日残高 ８,８５７ △４２ ８,８１４  ６９,７４１ 

事業年度中の変動額  

 株主資本以外の項目の 

事業年度中の変動額(純額) 
△６,９２９ ２０ △６,９０９  － 

事業年度中の変動額合計 △６,９２９ ２０ △６,９０９  △６,３０３ 

平成20年11月30日残高 １,９２７ △２２ １,９０５  ６３,４３７ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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－ 33 － 

販 売 実 績 
 

(単位：百万円・％) 

前 事 業 年 度 

（18.12.１～19.11.30） 

当 事 業 年 度 

（19.12.１～20.11.30） 

 

 販 売 高 構 成 比  販 売 高 構 成 比 

増  減 

織 物 １８,９３５  ４０.８ １８,４３８ ４４.０  △４９７ 

毛 糸 １０,７２４  ２３.１ ７,４１７ １７.７  △３,３０７ 

毛布・カーペット ２,２２１ ４.８ ２,１５７ ５.２  △６４ 

そ の 他 繊 維 ４,５２０  ９.７ ３,９５５ ９.５  △５６４ 

繊 維 部 門 小 計 ３６,４０１  ７８.４ ３１,９６８ ７６.４  △４,４３３ 

（ う ち 輸 出 ） (   ９５６) ( ２.１) ( １,３６７) ( ３.３) (   ４１１)

非 繊 維 部 門 小 計 １０,０１５  ２１.６ ９,８５１ ２３.６  △１６４ 

合 計 ４６,４１６  １００.０ ４１,８１９ １００.０  △４,５９６ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。 
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役 員 の 異 動

＜平成２１年２月２６日付＞

１．代表取締役の異動

（１）新任候補者

なし

（２）退任予定者

なし

２．その他の役員の異動

( )内は現職

（１）取締役候補

谷 憲治 (取締役) 重 任

降井 利光 (取締役社長) 〃

佐藤 光由 (取締役、常務執行役員研究開発ｾﾝﾀｰ長兼経営戦略ｾﾝﾀｰ長) 〃

瀬野 三郎 (取締役、常務執行役員開発事業本部長兼本店長) 〃

栗原 信邦 (取締役、常務執行役員衣料繊維事業本部長) 〃

丹羽 一彦 (社外取締役) 〃

近藤 定男 (社外取締役) 〃

雀部 昌吾 (社外監査役) 新 任

（２）退任予定取締役

山本 義行 (㈱ﾅｶﾋﾛ取締役社長)

（３）監査役候補

竹村 治 新 任

（４）退任予定監査役

雀部 昌吾

（５）補欠監査役候補

荒尾 幸三 (補欠監査役) 重 任

注 記

１．株主総会終了後の取締役会において谷憲治氏を取締役会議長に、降井利光氏を代表取締役社長に

選定する予定です。

２．株主総会終了後の監査役会において松村博昭、星田和紘の両氏を常勤監査役に選定する予定です。

３．退任予定取締役の山本義行氏は㈱ﾅｶﾋﾛ取締役社長継続の予定です。

４．雀部昌吾氏は社外取締役の候補者です。

５．竹村治氏は社外監査役の候補者です。

－34－
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３．執行役員の選任

（１）執行役員候補

( )内は現職

降井 利光 (取締役社長) 重 任

佐藤 光由 (取締役、常務執行役員研究開発ｾﾝﾀｰ長兼経営戦略ｾﾝﾀｰ長) 〃

瀬野 三郎 (取締役、常務執行役員開発事業本部長兼本店長) 〃

栗原 信邦 (取締役、常務執行役員衣料繊維事業本部長) 〃

迫間 満 (執行役員衣料繊維事業本部副本部長兼販売第1部長) 〃

山本 文彦 (執行役員ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業部長) 〃

藤原 典 (執行役員資材事業部長兼ｲﾝﾃﾘｱｶﾝﾊﾟﾆｰ長) 〃

犬伏 康郎 (執行役員衣料繊維事業本部副本部長) 〃

萩原 修 (生活流通事業部長) 新 任

富田 一弥 (ｺﾐｭﾆﾃｨｻｰﾋﾞｽ事業部長) 〃

（２）退任予定執行役員

( )内は現職

岩浜 順二 (執行役員開発事業本部付)

小河原 茂 (執行役員ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業部付)

注 記

岩浜順二氏はﾆｯｹ不動産㈱取締役社長に就任する予定です。

小河原茂氏は㈱ﾆｯｹ機械製作所取締役社長に就任する予定です。

（３）執行役員の職務委嘱は次の通りです。

( )内は新職

社長 降井 利光

常務執行役員 佐藤 光由 (研究開発ｾﾝﾀｰ長兼経営戦略ｾﾝﾀｰ長)

常務執行役員 瀬野 三郎 (開発事業本部長兼本店長)

常務執行役員 栗原 信邦 (衣料繊維事業本部長)

執行役員 迫間 満 (衣料繊維事業本部副本部長兼販売第1部長)

執行役員 山本 文彦 (ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業部長)

執行役員 藤原 典 (資材事業部長兼ｲﾝﾃﾘｱｶﾝﾊﾟﾆｰ長)

執行役員 犬伏 康郎 (衣料繊維事業本部副本部長)

執行役員 萩原 修 (生活流通事業部長)

執行役員 富田 一弥 (ｺﾐｭﾆﾃｨｻｰﾋﾞｽ事業部長)
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４．委員会委員の異動

( )内は現職

（１）｢ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾎﾞｰﾄﾞ｣委員候補

丹羽 一彦 (社外取締役) 重 任

近藤 定男 (社外取締役) 〃

雀部 昌吾 (社外監査役) 〃

中井 宏明 (特別顧問) 〃

降井 利光 (取締役社長) 〃

谷 憲治 (取締役) 〃

注 記

中井宏明氏を｢ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾎﾞｰﾄﾞ｣座長に選定する予定です。

（２）｢買収防衛策における特別委員会｣委員候補

近藤 定男 (社外取締役) 重 任

雀部 昌吾 (社外監査役) 〃

大江 眞幸 (社外監査役) 〃

－36－
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新 任 社 外 取 締 役 候 補 略 歴

雀 部 昌 吾 昭和２７年 ３月 阪東調帯護謨株式会社入社

(昭和 4年 7月 3日生) ４９年 ５月 ﾊﾞﾝﾄﾞｰ化学株式会社取締役

６３年 ６月 同社 取締役社長

平成１０年 ６月 同社 取締役会長

１８年 ６月 同社 相談役

１９年 ２月 当社 社外監査役

現在に至る

新 任 社 外 監 査 役 候 補 略 歴

竹 村 治 昭和３８年 ４月 大阪商船株式会社入社

(昭和14年12月 7日生) 平成 ５年 ３月 関西汽船株式会社専務取締役

６年 ６月 株式会社商船三井取締役

９年 ６月 九州急行ﾌｪﾘｰ株式会社取締役社長

１３年 ６月 第一中央汽船株式会社取締役社長

１６年 ６月 同社 相談役

１７年 ６月 同社退任

現在に至る

新 任 執 行 役 員 候 補 略 歴

萩 原 修 昭和４９年 ４月 福山通運株式会社入社

(昭和25年 8月16日生) ５１年 ６月 上島珈琲株式会社入社

平成１５年１０月 株式会社ｺﾞｰｾﾝ専務執行役員

１６年 ５月 同社 取締役専務執行役員

１６年１０月 同社 取締役社長

２０年１２月 当社 生活流通事業部長

現在に至る

富 田 一 弥 昭和５９年 ４月 当社入社

(昭和34年 4月 3日生) 平成１６年 ７月 当社 ｸﾞｯﾄﾞﾗｲﾌ事業本部通信関連事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

１９年 ２月 当社 ｸﾞｯﾄﾞﾗｲﾌ事業本部ｺﾐｭﾆﾃｨｻｰﾋﾞｽ事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

２０年 ２月 当社 ｸﾞｯﾄﾞﾗｲﾌ事業本部本部長補佐

兼ｺﾐｭﾆﾃｨｻｰﾋﾞｽ事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

２０年１２月 当社 ｺﾐｭﾆﾃｨｻｰﾋﾞｽ事業部長

現在に至る

－37－




